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資料１-1 



学校向けモビリティ・マネジメント 

■実施日時：平成27年8月26日（水）2時間目～4時間目 
 
■対象：旭川市立北星中学校３年生 
 
■実施プログラム： 
 
 ・座学の実施（『移動』と『環境』等を考える学習） 
 
 ・進学先別通学カタログの提供 
 
 ・アンケートの実施 
  
 
  
  

【実施概要】 



北星中学校から通学可能性のある高校（17校）の通学カタログを提供 

学校向けモビリティ・マネジメント 



学校向けモビリティ・マネジメント 
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3.3% 【自由回答意見（一例）】 
・バスロケーションシステムなどバス会社がすごく発達していて、車があまり必要なくなってきたと思う。 
 
・グラフや資料を使った説明でとても分かりやすかった。進学先別通学カタログも分かりやすく参考にし
たいと思った。 

 
・自動車はメリットもたくさんあったが、意外にもデメリットがたくさんあったことにびっくりした。説
明がわかりやすかった。最後にもらった高校のバスの料金表はこれから進路を決めるときとても大事に
なると思うから、配ってくれてありがとうございました。 

 
・難しい課題だと思っていたけれどわかりやすい説明だった。「クルマ」はとても便利だけれどその分環
境に悪い。利便性と環境の両面とれるような社会、技術を！ 

 
・説明がわかりやすくて、バスは気軽に利用できることがわかりました。 
 
・グラフと図を使って説明して下さったのでとてもわかりやすかったです。出来ればもっと豆知識みたい
なのを聞いてみたかったです。 

▲路線バスの利用頻度 ▲進学先を決める際、 
 交通の利便性は考えますか？ 

▲提供した『進学先別通学カタロ
グ』は進学先を検討する際に参考
になりますか？ 

▲バスロケーションシステムを利用
してみたいと思いましたか？ 

▲「できるだけ路線バスで移動
しよう」と思いますか？ 

【アンケート調査結果 n=90】 



■実施日時：平成27年11月24日（火）13:00～ （90分） 
 
■対象：旭川工業高等専門学校 
 
■実施プログラム 
 講義①「公共交通に関わる最新技術の動向」 

秋山哲男中央大学研究開発機構教授 
        
 
 講義②「バスロケーションシステムの開発について」 
            越後智介(株)メディアマジック技術開発部次長 
 
 ワークショップ 
  「旭川市の公共交通の利用促進のための技術活用について」 
 
  ● 公共交通の利用者を増加させるための技術活用 
 
  ● この技術は公共交通の分野ならこう使える 
 
  ● こういう公共交通ならもっと利用してみたい 

 

高等教育機関向けモビリティ・マネジメント 
【実施概要】 



今後の予定 

【事業所モビリティマネジメント】 

 ・市の新規採用職員を対象に実施予定 

  →自治体職員として，利用をとおして公共交通を守ることについてＭＭを行う。 

  →域外からの転入者に対するＭＭの効果について検証も行うことも検討。 

 

【地域モビリティマネジメント】 

 ・春光台，東鷹栖で実施予定 

  →春光台は高齢者を，東鷹栖は若年者をメインターゲットにＭＭを行う。 

 

  


